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信 仰 の 道 を 共 に 歩 も う

　　　　アントワン神父　

　先日７月１日に福者ペトロ

岐部司祭と一八七殉教者の記

念日でした。ご存知のように

この一八八人の殉教者は、江

戸時代の初め頃に日本全国で

殉教した人々です。彼らはほ

とんど普通の男女の信徒でし

た。様々な社会的立場の人々

でした。家族全体で殉教した

人々も含まれています。彼ら

は、司祭も信徒も自分の能力

に応じて、神様のみ言葉に基

づいて、イエスが教えて下さ

った信仰の道を歩みました。

彼らは命まで与えることにな

りました。実はその信仰の道

はソフトで平らな道ではあり

ませんでした。 昔も今も。

　この信仰の道は何に譬えた

ら良いでしょうか。山の道に似ていると思います。

高速道路のような信仰の道ではありません。天国、

あるいは父である神様の家は山の頂上です。その道

については、切り立った部分があるし、登り降りの

坂もあり、峠、渡る川、細い谷、トンネルなどもあ

ります。天気の影響もあります。そしてある人は一

人で歩き、他の人はグループ、ハイキング・クラブ

で、また他の人は家族で、友達と一緒に歩いて行く

ような気持ちで、それぞれのかたちで山の道を歩む

ことが出来ます。歩き方も色々あります。スポーツ

的な態度、道のほかは何も見えない態度、景色を見

ながら、自然を感じながら歩くという態度もありま

す。ある人々は車のルート、ロープウエー、リフト

を探しています。

　自分自身の信仰の道を思い出すにつけ、そのよう

な山の道に似ているということに気づくのではな

いでしょうか。イエス様は一人ひとりの信仰の道を

尊敬し、伴っておられ、一人ひとりに呼びかけて使

命を与えて下さいます。「洗礼」を受けた方々は聖

霊によって自分の能力に応じて導かれています。神

様のみ言葉とイエス様の命のパンは、その道を歩む

必要な食べ物になるのです。「初聖体」した方々は

それが分かるでしょう。「堅信」によってイエス様

をついて行く信者たち、あるいは信徒たちは教会共

同体のメンバーとして信仰の道を歩む福音の証し人

のようになっています。

　今年、前橋教会で捧げたご復活の徹夜祭の日（４

月４日）から大人の 3人、幼児５人が洗礼を受け、

共同体の大人と青年の６人が堅信を岡田大司教様か

ら受け、6人の子供たちが初めて御聖体（イエス様

の命のパン）を受けることになりました。皆さん、

おめでとうございます。皆さんは様々な社会的立場

から来て、世代も国籍も違いますが、同じ信仰の道

を歩んでいます。この信仰の道はどのような「山の

道」になるのか分かりませんが、イエス様が一人ひ

とりの信仰の道を尊敬し、伴っておられます。これ

からも、神様のみ言葉に基づいて、イエス様の呼び

かけを聞き入れ、受けた使命を信頼の内に最後まで

果たすことが出来るようにお祈り申し上げます。

＊「信仰の道を共に歩もう」という勉強会もあります。
毎週木曜日 11 :00-12 :00 また 19 :00-20 :00 （同内容）

　誰でも参加することが出来ます。

カ　ル　メ　ル　祭
2015 年 7 月 12 日

11:00am ～マリア行列　国際ミサ
（International Mass）　　

ミサ後パーティー
なお、 当日は聖堂前と信徒会館前は会場として使

用するため、 駐車禁止となります。 他の駐車スペー
スでは詰め込み駐車になります。 ご了承ください。
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群馬中央北ブロック司牧訪問と堅信式

初 聖 体　 お め で と う （6/7）

　５月１７日（日）、さいたま教区管理者である

岡田武夫大司教が、群馬中央北ブロック司牧訪

問として前橋教会にいらっしゃいました。

　この日、岡田大司教主司式のもと堅信式が行

われ、群馬中央北ブロックと伊勢崎教会からあ

わせて２９名が受堅しました。前橋教会の堅信

受堅者は 6名でした。　

【↑　全員で記念撮影】

【↑　受堅者全員に大司教様より記念のメダイが贈られました。】
【↓　大司教様を囲み、受堅者と代父母の皆さんで記念撮影。】

【↑　堅信式の後、パーティーが行われました。】

【
沢
田
幸
大
（
こ
う
た
）
さ
ん
、
鈴
木
ニ
コ
ラ
ス
さ
ん
、

浅
野
あ
い
さ
ん
、
小
林
り
ん
と
さ
ん
、
富
澤
平
（
た
い
ら
）

さ
ん
、
富
澤
和
（
な
ご
み
）
さ
ん
、
初
聖
体
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。】



　

☆枝の主日（Palm Sunday）（3/29）

☆聖木曜日（Holy Thursday）（4/2）

☆聖金曜日（Good Friday）（4/3）

☆復活徹夜祭（Easter Vigil）（4/4）

☆復活の主日

（国際ミサ Easter International Mass）（4/5）
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聖 週 間

【
←
枝
の
祝
福
の
後
、「
棕
櫚
（
し
ゅ
ろ
）

の
葉
を
手
に
持
っ
て
」
と
歌
い
な
が
ら
入

堂
で
す
。】

【
→
徹
夜
祭
で
の
洗
礼
式
。
ア
ガ
タ
小
山

実
香
さ
ん
、
マ
リ
ア
・
ベ
ル
ナ
デ
ッ
タ
神

宮
淳
美
さ
ん
、
ジ
ョ
ナ
サ
ン
・
マ
レ
ン
・

ト
ロ
イ
さ
ん
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。】

【
→
徹
夜
祭
後
の
テ
ィ
ー
・
パ
ー
テ
ィ
ー
。】

【↑復活の主日ミサで幼児洗礼。ジャデン・ユウスケ・クボタさん、
おめでとうございます。】

【↑ミサ後にみんなで復活卵探し。】【↓パーティーも行われました。】

【
↑

→　

十
字
架
礼
拝
式
】

【
最
後
の
晩
餐
ミ
サ
後
、
ア
レ
ル
ヤ
館
に
御
聖
体
が
安
置
さ
れ
、
祈
り
の
時
を

持
ち
ま
し
た
。
←
←
】
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―その他の行事報告とお知らせ―

☆「隠れキリシタンの発見１５０周年」を記念する
ミサ（3/22）
　ミサ後　高瀬神学生による隠れキリシタンの時代
　についての講話（3/22）

☆「神のお告げ」祭日ミサ（3/25）
☆アントワン神父指導　十字架の道行（3/27）
☆聖香油ミサ　浦和教会にて（4/1）
☆在世フランシスコ会春季大会　桐生フランシスコ
修道院にて（4/18）
☆共助会総会　アレルヤ館にて（4/19）

☆群馬使徒職協議会総会　アレルヤ館にて（4/26）

☆前橋カトリック霊園ミサ　無縁の方々のための納
骨式（5/9）
☆ミサ中、母の日の祝福（5/10）

☆群馬女性の集い、アレルヤ館にて。（5/23）
☆聖霊降臨の祭日（5/24）

☆ミサ中、幼児洗礼。セルジオ・サイキ・サカモト・
クリスタルドさん、アンジェラ・バンデルカニ・ミ
カミさん、アンジェリカ・バンデルカニ・ミカミさ
ん、おめでとうございます。（6/14）

☆ケンジ・M・クマクラ・イサクさん幼児洗礼式。
（6/21）

☆前橋市出身の長崎壮神父（クラレチアン宣教会）、
前橋教会初ミサ。ミサ後、ティー・パーティーが行
われました。（6/28）

【
→
長
崎
壮
神
父
、
マ
ル
セ
リ
ー
ノ
神

父
（
ク
ラ
レ
チ
ア
ン
宣
教
会
）
お
ふ
た

り
の
共
同
司
式
で
行
わ
れ
ま
し
た
。】

さいたま教区典礼委員会主催
教区侍者会 2015　

「信仰はひとつ　洗礼はひとつ」
ワレラノムネ　アナタノムネト　オナジ

栃木　マリアの家にて開催
７月 28 日（火）～ 30 日（木）

対象　初聖体を受けた小学３年生以上、中学生、高校生（男女不問）

申し込みは、小教区担当司祭まで。


